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同時開催の「畜産まつり」では物産品販売や消費拡大コーナーも設置され、
県産牛乳を使ったクリームシチューや牛モツ鍋の振る舞いも行われました

中
な か む ら

村大
だ い き

輝さんが県共乳用種種牛の部で
リザーブジュニアチャンピオン
　11 月 27 日、小林地域家畜市場で「第 64 回宮
崎県畜産共進会」の乳用種種牛の部が開かれまし
た。全６部門 59 頭のうち、小林市からは３部門
に４頭が出品。審査の結果、中村大輝さんが第２
類で優等賞首席を獲得し、各類の未経産牛から選
ばれる「ジュニアチャンピオン」に次ぐ、「リザー
ブジュニアチャンピオン」に選ばれました。
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須木小では平成 22 年度以降連続して租税教室を開催。受講した児童全員が
租税作品に応募するなど、租税教育の推進に貢献したとの評価を受けました

　11 月 16 日、「税を考える週間」に合わせ、小
林税務署長納税表彰式がガーデンベルズ小林で行
われました。式では、納税思想の高揚や税知識の
普及、酒類行政の円滑な運営などに多大な功績の
あった個人や団体、「税についての作文」の入賞
者などが表彰され、租税教育に長年取り組んでい
る須木小に熊本国税局長感謝状が贈られました。

租税教育の推進に多大な貢献
須木小学校に熊本国税局長感謝状

隈
く ま も と

本莉
り の

乃さん（２年）は「身近に感じていなかったけど、C
チ ャ ッ ト

hat-G
ジーピーティー

PT などの
技術を活用することで、より生活が豊かになることが分かった」と話しました

　11 月 24 日、市と連携協定を結ぶ東京大学先端
科学技術研究センターの牧

ま き は ら

原出
いずる

教授、松
ま つ ば ら

原仁
ひとし

教
授を講師に迎えた特別授業が三松中で開催されま
した。授業は世界的に活用されている先端技術の
知識を学ぶことで、将来活躍する人材の育成を目
的に企画したもの。生徒らは人工知能（AI）や
行政内部の仕組みなどについて学びました。

三松中学校で東大教授の特別授業
人工知能など先端技術を学ぶ

　「第９回みかんやまス
マイルフェスタ」が、11
月 25 日、栗須小で開か
れました。地域での交流
や防災意識の向上を目的
に実施したもので、当日は同校児童や保護者、消
防団員など約 400 人が参加。芋煮や餅のふるまい、
簡易ベッドの組み立て演習などが行われました。

防災訓練や餅つき大会で地域住民ら交流
　11 月 23 日、小林駅周
辺をイルミネーションで
彩る「こばやし冬まつり
2023」が開催されました。
同日は小林まちづくり
株式会社主催の「I

イ ル ミ ナ

LLUMINAC
ク リ ス マ ス

HRISTMAS2023」
も開催され、多くの来場者でにぎわいました。
イルミネーションは 1 月 12 日まで点灯しています

小林の冬を彩るイルミネーション

写真㊧三松小４年生による「エーデルワイス」「ドレミの歌」の演奏・合唱
写真㊨紙屋小６年生による「紙屋小の歴史」についての発表

　三松小学校と紙屋小学校が創立 150 周年を迎え
ることにあわせ、11 月 12 日に三松小、11 月 19
日には紙屋小で記念式典が開催されました。２校
は、明治５年（1872 年）公布の学制に基づき明
治６年に創立。式典では、児童による合唱や音読、
地域や学校の歴史の発表、記念講演などが行われ、
地域住民とともに 150 年の節目を祝いました。

地域とともに歩んで 150 年
三松小学校・紙屋小学校で記念式典

長谷川さんは、翌 25 日には本市出身の舞台俳優で歌手の井
い り ょ う

料瑠
る み

美さんと「夢
ふれあいコンサート」を文化会館で開催。音楽の力で小林市を盛り上げました

ピアニカ奏者の長
は せ が わ

谷川幹
み き ひ と

人さん
三松小学校で音楽の楽しさ伝える

　童謡や昭和歌謡、ミュージカルの伴奏など、幅
広く活躍しているエレクトーン・ピアニカ奏者の
長谷川幹人さんを招いたピアニカ教室が 11 月 24
日、三松小学校で開催されました。教室には同校
の５・６年生約 150 人が参加。長谷川さんは、ピ
アニカを吹く息の強弱の重要性や合奏へのアドバ
イスなど、自身の演奏を見本に教えていました。
※当事業は NPO パートナーシップ創造事業補助金を活用した取り組みです

【受賞者・受賞団体（敬称略）】
■県知事表彰（社会福祉功労）吉

よ し わ き

脇辰
た つ お

男、龍
りゅうじん

神豊
と よ み

美、
南
みなみぞの

薗ヨシヱ、宮
み や は ら

原善
よ し ろ う

朗、池
い け だ

田浩
ひ ろ こ

子、橋
は し ぐ ち

口正
ま さ き

機
（社会福祉事業功労）倉

く ら も と

元美
み ゆ き

幸、田
た づ め

爪真
ま ゆ み

由美、大
お お む た

牟田
博
ひ ろ あ き

昭、隈
く ま も と

元小
さ ゆ り

百合、中
な か の か み

ノ神美
み よ こ

代子、田
た づ め

爪けい子
こ

■県社会福祉協議会会長表彰（民生委員）大
お お つ か

塚明
あ き お

男
（民間（施設））坂

さ か も と

本加
か よ こ

代子、河
か わ ば た

端正
ま さ み

美、佐
さ と う

藤弘
ひ ろ こ

子、
指
い ぶ す き

宿恵
け い こ

子、元
も と ざ わ

澤小
さ ゆ り

百合
（民間（社協））村

む ら き た

北幸
さ ち よ

代、白
し ろ さ き

嵜由
ゆ か り

香里、田
た な か

中恵
え み こ

美子、
川
か わ ま た

俣幸
ゆ き は る

治、川
か わ し ま

嶋厚
あ つ み

美、室
む ろ や

屋喜
き く み

久美
（ボランティア（団体））小林市地域婦人連絡協議会
■県共同募金会顕彰（優良地区表彰）堂屋敷地区、
西町二区、北西三区、野尻三区、南堤区

（篤志寄付感謝状）　関
せ き や

谷惠
け い こ

子ほか１名

社会福祉の発展・振興に尽力した
個人・団体が県知事表彰など受賞

　11 月７日、宮崎観光ホテルで宮崎県社会福祉
大会が開催されました。大会では、長年にわたり
社会福祉の発展・振興に尽力したとして宮崎県知
事表彰、宮崎県社会福祉協議会会長表彰・感謝、
宮崎県共同募金会会長表彰・感謝の顕彰が行われ、
市内からは個人 26 人と６団体が受賞しました。

　11 月 19 日、小林市・
え び の 市・ 高 原 町 の
チェックポイントを自
転車で自由散策する「サ
イクルロゲイニング in
北霧島 2023」が開催されました。列車に自転車を
積み込むことができる大会に、多くの家族連れが
参加。参加者は北霧島の自然や食を満喫しました。

JR 吉都線×サイクルロゲイニング
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中国料理担当の村
む ら お か

岡七
な な ほ

穂さんは「細やかな気づかいを心掛けました。直接顔を
見ながら、ありがとう、おいしいと言ってもらえてうれしい」と笑顔でした

　12 月６日、小林西高校で同校調理科３年生に
よる「学習成果発表会および試食会」が開かれま
した。卒業を前に生徒たちの成長を披露する場と
して開かれたもので、５班に分かれた生徒 16 人
は前日から仕込みを行い、日本料理や西洋料理、
中国料理の３種類 27 品を準備。当日は、保護者
など約 50 人に３年間磨いた技術を披露しました。

３年間の感謝を込めて
西高調理科生徒が腕前を披露

　12 月２日、八幡原市
民総合センター内で「第
１回小林市市民活動支
援センター文化祭」が
開催されました。同セ
ンターを利用する団体の作品展示やステージイベ
ントのほか、ＭＲＴラジオの公開生放送も行われ、
会場は多くの家族連れでにぎわいました。

市民活動支援センター文化祭を初開催

　12 月５日、中央公民
館で国際フレンドシッ
プ事業が開催されまし
た。当日は小学生約 70
人が国際交流員、ALT

（外国語指導助手）と交流。子どもたちは、それ
ぞれ持ち寄ったプレゼントを交換するゲームや、
クリスマス風の飾りづくりなどを楽しみました。

クリスマスイベントで国際交流体験

ＰＴＡとまちづくり協議会が連携
シン・小林小まつり５年ぶりに開催
　12 月２日、「シン・小林小まつり」が開催され
ました。以前は恒例行事として毎年開催されてい
た「小林小まつり」も、新型コロナの影響で開催
は５年ぶり。当日は地域の名人たちを講師に迎え、
茶道教室やリースづくり、グラウンドゴルフなど、
さまざまな体験活動を実施。子どもたちは活動を
とおして、地域住民との交流を深めました。

当日の午後は、ＰＴＡ主催の飲食の販売やスポーツ少年団の紹介、物品バ
ザー、まち協が行うニジマス釣り大会などで会場は盛り上がりました

ちこばやし」を県内外に広くアピールしました。
チームを全国大会に導いた國

くにまる

丸泰
や す し

司監督は大会を
振り返り、「選手たちは自分たちの力をしっかり
と発揮してくれた。全国大会でも素晴らしい結果
を残してくれると信じている」と話しました。

小林中陸上駅伝部が県中学校駅伝大会で初のアベック優勝
九州大会では男子が初優勝し「駅伝のまちこばやし」を広くアピール

　12 月 11 日、小林中陸上駅伝部が、九州中学校
駅伝競走大会の結果報告と全国中学校駅伝大会へ
の出場報告のため、市長を表敬訪問しました。同
部は 11 月 13 日の宮崎県中学校駅伝大会で男子が
３年連続、女子が５年ぶりの優勝。小林中とし
て初の男女アベック優勝を果たし、12 月 17 日に
開催される全国大会への出場権をつかみ取りまし
た。また、12 月２日に開催された九州中学校駅
伝競走大会では男子が初優勝。宮崎県勢としては
11 年ぶり、３度目の九州大会優勝で、「駅伝のま

１ 九州大会で初優勝のゴールテープを切るアンカーの斉
さ い と う

藤元
げ ん

さん（３年）
２ 九州大会終了後、笑顔で写る男女チーム
全国大会への抱負
男子代表　今

い ま む ら

村洸
こ う し ろ う

士郎さん（２年）「宮崎県代表としての自覚を持ち、応援
して下さる方々への感謝を忘れず３位入賞を目指します」。
女子代表　鶴

つ る

結
ゆ い な

菜さん（２年）「一人ひとりが過去の自分を超え、次の区間
へとたすきをしっかりつなぐことを大切にがんばってきます」。

１２

倉田さんは、細野一区区長を 12 年、区長会会長を６年務め、長年地域住民
の福祉向上や住民自治の振興、行政と市民の橋渡し役などに尽力されました

地域への長年の功労を称える
倉
く ら た

田富
と み お

夫さんが総務大臣表彰を受賞

　11 月 30 日、自治会や町内会などの代表者とし
て長年にわたり功績のあった個人を表彰する「地
縁による団体功労者総務大臣表彰」を倉田富夫
さんが受賞し、12 月７日、市長に報告しました。
倉田さんは表彰を受けて「大変ありがたいこと。
これからも地域のためにできることはなんでも
やっていきたい」と話していました。

　12 月 11 日、ＪＡこば
やし（寺

て ら し

師幸
ゆきのり

則代表理事
組合長）のメロン選果機
リニューアル稼働式が行
われました。稼働開始か
ら約 16 年が経過し、経年劣化が進んでいた選果
機を更新。「めろめろメロン」など、小林市産メ
ロンのブランド力向上への貢献が期待されます。

ＪＡこばやしがメロン選果機を更新

　12 月１日、年末年始
特別警戒取締隊「ひな
もり隊」発隊式があり
ました。同隊は、凶悪
犯罪や飲酒運転が増え
る年末年始に警察や関係団体などが協力し、警戒
を強化するもの。甲

か い

斐義
よ し か つ

勝小林警察署長の訓示の
後、参加者は市内のパトロールを行いました。

年末年始の安心・安全守るひなもり隊発隊

ジャージー牛の搾りたての生乳を使ったカマンベールチーズは風味豊かな仕
上がり。「クリーミーでバターを食べているようだ」と高く評価されました

㈱加藤牧場のカマンベールチーズ
チーズコンテストで優秀賞を獲得
　市内の酪農家でチーズやヨーグルトなどの販売
業も営む株式会社加藤牧場（加

か と う

藤教
の り あ き

昭代表）が 10
月 25 日、26 日に開催された第 14 回 ALL JAPAN 
ナチュラルチーズコンテスト（白カビ部門）で優
秀賞を獲得し、12 月 18 日に市長へ報告しました。
加藤代表は「驚きとうれしい気持ち。今後もより
上の賞を目指していきたい」と話していました。


